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抄 録 

本研究は，2002 年から 2010 年までで，Ｊリーガー輩出人数上位者であるＪリーグ・ユースと高等学校サ

ッカー部各 4 名の指導者を対象に，コーチング・メンタルモデルを構築しその差異を比較することを目的

とした．8 名の研究対象者に対し，1 対 1 の半構造的，深層的インタビュー調査を実施した．データ分析

に関しては，Cote et al.(1993) による質的データ分析法を一部改変し行った．その結果，最も抽象度の

高い大カテゴリーにおいて，すべての指導者に「人間力の向上」「プレーのパフォーマンス向上」「指導者

の姿勢」が共通していた．特異性としては，「良い指導者の輩出」が挙げられた． Ｊリーグ・ユース指導者

においては，「プロ選手の育成」が共通していた．Ｊリーガー時代の経験とトップチームの存在により「プロ

選手の育成」という目標を現実的に捉えることができると考えられる．一方，高等学校サッカー部指導者

においては，「世界を意識した個の育成」が共通していた．同一チームでの長期に渡る指導を通じ，代

表選手となった教え子の存在により世界を意識し始めたと考えられる． Ｊリーガーを多く輩出している指

導者の指導哲学を知ることで指導者養成の一助となる可能性が示唆された． 
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